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町民の皆さんの声を“まちづくり”に生かすため、春と秋に開催して
いる「まちづくり懇談会 ｣。
４月８日～２５日の間に各地区住民センターにて実施した ｢春のま
ちづくり懇談会 ｣の中で、皆さんからいただいたご質問やご意見の
内容を、抜粋してご紹介いたします。

皆さんと共にまちづくりを考える

まちづくり懇談会

鷹栖町学校運営協議会準備委員会とは

コミュニティ・スクールの調査研究と円滑な実施
を図ることを目的に、｢地域の代表 ｣、｢保護者の
代表 ｣、｢ 教職員の代表 ｣ や ｢ 学識経験者 ｣ を構
成員とし設立します。

小中学校ともに地域との活動を数多く実践しているので、
土台は十分にあると考えます。
より一層地域に応援してもらおうと、今年度、学校運営協
議会準備委員会による調査研究を実施。地域とともにある
学校を目指し、平成 31年度の導入を図ります。

（＝学校運営協議会制度）

導入に向けた今後の流れ

４月より剣道部と女子バスケットボール部に指導員が配
置され、中学校の剣道部を復活させることができました。 部活動指導員とは

中学校や高等学校などで、部活動の顧

問として技術指導や大会への引率を行

うなど、部活動に深く関わることがで

きる専門職員のこと

（平成 29 年４月から制度施行）

部活動指導員を導入したことで、少年団から
中学校の入部へとつながっていくのか

質問

全国的に導入されている
コミュニティ・スクールに対する町の考えは

質問

剣道部７名女子バスケットボール部 15名

６月上旬

【第１回準備委員会】
　・委員の委嘱
　・年間スケジュールの確認
　・課題の洗い出し　など

７月下旬

【第２回準備委員会】
　・コミュニティ・スクールに対す

る要望取りまとめ
　・あるべき姿の検討

10月下旬
【第３回準備委員会】
　・鷹栖型コミュニティ・スクール

の骨子検討

２月上旬

【第４回準備委員会】
　・鷹栖型コミュニティ・スクール

の基本的な方針
　・本格的な実施に向けてのスケ

ジュールなどの検討
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全国的に人口減少、少子高齢化が見通される中、現状
の市街化区域を広げて宅地を新たに造成することは、
将来的に新たな負担や課題を招くことにつながります。
宅地を広げずとも、既存の空き家や空き地を資源とし
て利活用し、人の流れや活動の循環が生まれる環境を
目指しています。人口が減少するなかでも、その速度
を緩やかにして適正な人口構成バランスを保ちながら、
笑顔や活力を増やすまちづくりを進めます。

ご要望を基に、春のクリーン作戦日以外にも各町内会
で清掃活動ができるよう、各町内会長へご案内しまし
た。クリーン作戦の日程は、環境衛生連合協会と協議
のうえ決定していますので、各地域の実情に合わせて
作業ができるように配慮いたします。

人口を増やすために
宅地を増やすことはできないのか

質問

地域おこし協力隊
宮井康平さん

四季の里には食品の知識を持つ地域おこ
し協力隊を配置し、現在は町内農産物を
活用したふりかけの研究などを手がけて
います。
多くの方に活用していただけるよう、従
来の広報チラシだけではなく、町ＨＰや
協力隊ＳＮ
Ｓの活用に
より施設の
周知を図り
ます。

四季の里ではこんな活動ができます！

四季の里を町民に活用してもらいたい
生きがいづくりや起業にもつながると思う

意見

春のクリーン作戦は毎年４月中旬頃に行っ
ているが、今年は雪解けが遅いため時期を
ずらせないか。

要望

★四季の里には３つの加工室があり、
　次のような加工をすることができます。
　・ジュース、味噌、豆腐加工など
　・真空凍結乾燥、もち、レトルト加工
　　など
　・アイスクリーム類、パン、粉末加工、
　　スモーク、菓子類など
★パンづくりなど毎月さまざまな教室を
　開催しています。

空き家を改修し、そこに住む場合…

空き家の有効活用と定住の促進を図るこ
とを目的とし、町内の空き家を改修して
定住する方に対し、補助金を交付してい
ます。

町HP内
移住定住ページ

地域おこし協力隊
Facebook ページ
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　皆さん一人ひとりとの対話や交流を意識し、
｢まちづくりの議論 ｣ ができるよう実施してい
る、まちづくり懇談会。
　今後も皆さんと共にまちづくりを考える場と
して、多くの皆さんに参加していただけるよう、
努めていきます。
　また、平成 29年度秋の懇談会のまとめ及び平
成 30年度春の懇談会の内容は、６月上旬に各地
区住民センター内に掲示いたします。
　お立ち寄りの際はぜひご覧いただき、今後も
まちづくりに対する貴重なご意見をお寄せくだ
さい。

【お問合せ】　総務企画課企画広報係

｢ まちづくりは対話から ｣




